
 

 

平成２７年度第１回ヒトを対象とする研究倫理委員会 議事要旨  

 

日 時 平成２７年４月２７日（月）１３時３３分～１７時１８分 

場 所 事務局別館１A会議室 及び イノベーション社会連携推進機構カンファレンスルーム 

（テレビ会議） 

出 席 者 竹之内、堂囿、山本裕、中道（香野代理出席）、岡田、鈴木、海老澤、殿崎、東、藤原、新井の

各委員 

欠 席 者 田中委員 

 

 議事に先立ち、平成２６年度第４回ヒトを対象とする研究倫理委員会の議事要録の確認があり、これを

承認した。 

 

Ⅰ 議事 

 １． 委員長に事故があるときの職務を代行する委員の指名及び迅速審査委員の指名について 

   委員長からヒトを対象とする研究に関する規則第１７条により、迅速審査委員として、堂囿委

員、山本委員及び竹之内委員長の３名を指名したい旨発言があり、これを承認した。 

   

 ２． 人を対象とした研究に関する倫理審査について 

  委員長から、資料５に基づき２６件の申請があることの説明があり、うち１件について、迅速

審査により承認したことを確認した。新規申請２４件、研究計画変更申請１件について、種々意

見交換を行った結果、６件が承認、１９件が条件付承認となった。また、審査に先立ち、平成２

７年４月１日からヒトを対象とする研究に関わる倫理研修を受講しないと該当する研究に関す

る倫理申請を行うことができなくなったため、申請を行う前に受講するよう各部局で周知・指導

して欲しい旨の発言が委員長からあった。 

各課題の審査結果及び要改善点は以下のとおり。 

登録番号１４－１７：迅速審査により承認 

登録番号１５－１：条件付承認 

・ 申請書６（２）「期間」について、「承認日より平成２８年３月３１日まで」に修正する。 

登録番号１５－２：承認 

登録番号１５－３：条件付承認 

・ 申請書６（２）「期間」について、「承認日より平成２８年３月３１日まで」に修正する。 

・ 「研究調査依頼文」の連絡先欄及び「参加同意書」と「調査協力のお願い」に教員の所属、

氏名、連絡先を追記する。 

・ 「研究調査依頼文」の「研究責任者」、「研究実施者」と「参加同意書」及び「調査協力のお

願い」の「調査責任者」について、表記を統一する。 

登録番号１５－４：条件付承認 

・ 申請書６（１）「研究の対象者、人数及び実施場所」について、研究対象者の選出方法を明

記する。 

 



登録番号１５－５：条件付承認 

・ 申請書６（１）「研究の対象者、人数及び実施場所」について、研究対象者の募集方法を明

記する。 

登録番号１５－６：承認 

登録番号１５－７：承認 

登録番号１５－８：承認 

登録番号１５－９：条件付承認 

・ 申請書６（２）研究開始日を「承認日」とする。 

・ 申請書６（４）「資料の保存及び使用方法並びに保存期間」について、「USB メモリーにパス

ワードを設定して保存、管理し、研究成果報告書を作成後、５年間保存した後、破棄する」

旨を追記する。 

・ 「インタビュー調査にあたっての説明および同意書」８．守秘や個人情報、研究データの取

り扱いについての①～③がどういう関係で並列されているのか（どう使い分けるのか）を①

の前に明記する。 

・ これに呼応して同意書に①～③の選択を表明（記入）する欄を設ける。 

登録番号１５－１０：申請取りやめ 

登録番号１５－１１：条件付承認 

・ 申請書６（２）「期間」について、「承認日～２０１６年３月３１日」に修正する。 

・ 申請書６（４）「資料の保存及び使用方法並びに保存期間」３行目「マークシートは、入力

が終わった後、学校側に返却する」について、その意図と返却した場合に危惧される生徒の

プライバシーについての認識、対策をメールにて委員会へ回答する。（メール審議にて議論

する。） 

登録番号１５－１２：条件付承認 

・ 申請書６（３）②「平成２７年度学習上の支援機器等教材開発支援事業」（申請中）につい

て、採択された場合は、（申請中）を削除し、不採択の場合は②を削除する。 

・ 「書字に関する調査への協力同意書とアンケート」について、本人及び保護者の署名欄を削

除し、無記名で提出するようにする。 

・ 「研究に伴う調査協力の同意書」の「研究上の配慮」５行目「・保管対象の資料は本研究の

終了後、承諾を得て破棄あるいは譲渡を行い」について、譲渡を行う理由を申請書に明記す

る。譲渡することが不可欠でないならば、譲渡の文言を削除する。 

・ 「研究に伴う調査協力の同意書」の本人の署名及び本人の印を削除する。 

登録番号１５－１３：条件付承認 

・ 申請書６（１）「研究の対象者、人数及び実施場所」６行目「インタビューは施設心理職、

もしくは施設職員立会いの下、それぞれの施設で実施する。」について、「児童または研究協

力者が望む場合」という文言を追記する。 

・ 申請書６（２）「期間」について、「承認日から２０１８年３月３１日」に修正する。 

・ 本人を対象とした調査説明書と同意書を新たに作成し、添付する。 

登録番号１５－１４：承認 

登録番号１５－１５：条件付承認 

・ 申請書６（１）「研究の対象者、人数及び実施場所」研究の対象者について、「教育現場の児



 

 

童生徒、地域の学習者、その保護者・教職員・支援員・相談員」に表記を修正する。 

・ 申請書６（１）「研究の対象者、人数及び実施場所」人数について、調査の回数もしくは、

対象人数の概数を追記する。 

・ 申請書６（１）「研究の対象者、人数及び実施場所」選出（依頼）方法について、「調査対象

が個人の場合は」を「個人を対象とする調査の段階では」に修正する。 

・ 申請書６（２）「期間」について、「承認日～平成３１年３月３１日」に修正する。 

・ 申請書６（４）「資料の保存及び使用方法並びに保存期間」３行目の「供与」の意味を確認

する。「譲渡」に相当する場合、不可欠ならばその理由を明記する。不可欠でないなら「供

与」の文言を削除する。 

・ 申請書６（４）「資料の保存及び使用方法並びに保存期間」７行目と申請書７（１）提供者

の人権への配慮７行目及び「研究対象者への説明及び研究への参加についての同意書」３．

同意書の研究上の配慮６行目の「譲渡」について、不可欠ならばその理由を明記する。不可

欠でないなら「譲渡」の文言を削除する。 

・ 「研究対象者への説明及び研究への参加についての同意書」２．方法の１行目「意向や必要

性を最大限に反映・加味した」を「意向や必要性に配慮した」に修正する。 

・ 「研究対象者への説明及び研究への参加についての同意書」３．同意書の研究方法について、

「（１）教室風景のビデオ/写真撮影（２）個人面談による聞き取り（３）関連活動への参加」

に表記を修正する。 

登録番号１５－１６：条件付承認 

・ 申請書１「研究題目」について「参議用」を「産業」に修正する。 

・ 申請書２「研究実施者」に申請者以外の教員及び研究に携わる学生を記載する。 

・ 申請書６（１）「研究の対象者、人数及び実施場所」に、配布時にインタビューに関する説

明書と同意書を封入する旨を追記する。 

・ 申請書６（２）「期間」を「承認日～平成２９年３月３１日」に修正する。 

・ 申請書６（３）「経費の種類」について科学研究費補助金の課題番号、研究課題名、科研費

の期間を明記する。 

・ 申請書６（４）「資料の保存及び使用方法並びに保存期間」２行目「紙面のほか」について、

紙面の場合のセキュリティについて明記する。 

・ 申請書６（４）「資料の保存及び使用方法並びに保存期間」について、平成２８年度以降の

資料の保管者、保管場所について明記する。申請者が特任教員等の役職に就き、平成２８年

度以降も本学で研究を継続するならば、その旨を明記する。本学で研究を継続することが不

確定な場合は、共同研究者の教員が保管することを明記する。 

・ 申請書７（２）「提供者に不利益及び危険が生じないための配慮」について、調査データが

連結可能か連結不可能か明記する。 

・ 申請書７（３）「提供者に理解を求め、同意を得る方法」６行目「同型の依頼状」について、

今回の研究で使用する依頼状を添付する。 

・ 同意書及び調査表を新たに作成し、添付する（暫定版でも可）。 

・ 申請書７（３）「提供者に理解を求め、同意を得る方法」８行目「特に「同意書」を取るこ

とはしないが」を削除する。 

登録番号１５－１７：条件付承認 



・ 申請書６（２）「期間」を「承認日～平成３０年３月３１日」に修正する。 

・ 申請書７（１）「提供者の人権への配慮」について、人権への配慮の内容を具体的に追記す

る。 

・ 申請書７（３）「提供者に理解を求め同意を得る方法」の２．について、同意書への署名が

実験終了後になる理由を明記する。 

・ 被験者に対する課題の説明書と同意書を作成し、添付する。 

登録番号１５－１８：条件付承認 

・ 申請書６（２）「期間」を「承認日～平成３１年３月３１日」に修正する。 

・ 申請書７（１）「提供者の人権への配慮」について、人権への配慮の内容を具体的に追記す

る。 

・ 申請書７（３）「提供者に理解を求め、同意を得る方法」について、同意書への署名が実験

終了後になる理由を明記する。また説明書と同意書を添付する。 

登録番号１５－１９：条件付承認 

・ 申請書４「研究の概要」８行目及び「研究のプロトコル」３．４被験者の研究参加予定時間

及び「研究対象者への説明書」３．研究の方法⑤、⑥について、実験にかかる時間を整合的

に書いて、矛盾しないようにする。（１～５時間、７２分、１２０分がそれぞれ何の時間な

のかを明記する。） 

・ 申請書６（１）「研究の対象者、人数及び実施場所」について、研究の対象者の募集方法を

明記する。 

・ 申請書６（４）「資料の保存及び使用方法並びに保存期間」１行目に「研究室内で取り扱う

こと」を明記する。 

・ 申請書６（４）「資料の保存及び使用方法並びに保存期間」３行目の「その他のデータ」及

び「適切な方法」を具体的に記載する。 

・ 「研究対象者への説明書」１２．個人情報の取り扱い３行目の「連携」を「連結」に修正す

る。 

登録番号１５－２０：条件付承認 

・ 申請書２「研究実施者」に研究に関わる学生の所属・氏名を記載する。 

・ 申請書６（１）「１．対象者」の本学の学生について、学生の所属を具体的に明記する。 

・ 申請書６（１）「２．実施場所」の「屋上」を削除する。 

・ 「測定についての説明」の連絡先について、研究実施者の名前及びメールアドレスを記載す

る。 

登録番号１５－２１：条件付承認 

・ 申請書２「研究実施者」について、学生の職名を「大学院生」から「修士及び学年」に修正

する。 

・ 申請書６（１）１．「対象者」の学部および大学院生について、学生の具体的な所属を専攻

名まで明記する。 

・ 「測定についての説明」の連絡先について、研究実施者の名前及びメールアドレスを記載す

る。 

登録番号１５－２２：条件付承認 

・ 申請書２「研究実施者」について、学生の職名を「院生」から「修士及び学年、博士及び学



 

 

年」に修正する。 

・ 申請書６（１）「研究の対象者、人数及び実施場所」について、対象者の概数を明記する。 

・ 申請書６（１）「研究の対象者、人数及び実施場所」３行目「ポジションセンサ」について、

文書または写真で、その計測の方法とメカニズム及び危険性について明記する。（危険性に

ついての言及は申請書７（２）に記載でも可） 

・ 申請書７（３）「提供者に理解を求め、同意を得る方法」２行目「同意書」を「説明・同意

書」に修正する。 

・ 「ヒトを対象とする研究に関する説明・同意書」の「データの保存・使用および保存期間」

３行目「機関」を「期間」に修正する。 

登録番号１５－２３：条件付承認 

・ 申請書６（３）「経費の種類」について、科学研究費の研究課題名と課題番号を明記する。 

・ 申請書６（４）「資料の保存及び使用方法並びに保存期間」３行目「冷凍庫」について、ど

この冷凍庫かを明記する。 

登録番号１５－２４：条件付承認 

・ 申請書６（２）「期間」を「承認日～２０１６年３月３１日」に修正する。 

・ 聞き取り調査のインタビューガイド（インタビューの内容）とアンケート調査の調査表をそ

れぞれ作成し、添付する。 

・ 「大雨による災害に関するアンケート調査 ご協力のお願い」、「ご回答の方法・ご案内」欄

「５.このアンケートは、みなさまの貴重な体験を」の「貴重な」を適当な表現に訂正する。 

登録番号１５－２５：条件付承認 

・ 申請書２「研究実施者」について、研究を実施する見込みの者の氏名を全員分記載する。 

・ 申請書６（１）「研究の対象」８行目「電話」について、どのような広報なのか、また、そ

の妥当性を明記する。 

・ 申請書６（１）「研究の対象」９行目「元」を「下、」に修正する。 

・ 申請書６（１）「実施場所」４行目「申請者を含む研究グループが２０１２年度より JST と

筑波大学が」について、文面を意味が通るように修正する。 

・ 申請書６（１）「実施場所」６行目「高齢者とともの」を「高齢者とともに」に修正する。 

・ 申請書６（２）「期間」を「承認日～平成３０年３月３１日」に修正する。 

・ 申請書６（３）「経費の種類」について、個人研究費が科研費なのか運営費交付金なのかを

明記し、科研費ならば研究課題名と課題番号を明記する。 

・ 申請書７（１）２４行目「実験データは」を「実験データのうち」に修正する。 

・ 申請書７（１）２４行目「ビデオデータは匿名性が保てる形で使用」について、具体的にど

のような形で使用するのか明記する。画像に対する匿名性があれば明記する。 

・ 申請書７（２）１０行目「また、自作の心拍計については安全性が確認された回路、ノート

PCを利用することで安全性を確保する。」を削除する。 

・ 「研究（実験・調査）参加者の皆様へ」１．「研究機関責任者」の連絡先に責任者のメール

アドレスを追記する。 

・ 「研究（実験・調査）参加者の皆様へ」７．「質問・苦情など」に責任者のメールアドレス

を追記する。 

・ 「同意書」１２行目「研究協力への同意」の「研究結果が研究、教育活動に使用されること



に同意します。」について、前後との整合性を保つように修正する。 

登録番号１４－１１：承認 

  

 ３． 研究データの保管方法及び保存期間終了後のデータの廃棄及び教員が他大学に転出した場合の

対処法について 

  委員長から、昨年度のメール審議で資料６のとおり「様式４・実施報告書案」を示したが、そ

の資料を基に、教員が他大学などに転出した場合の対応（研究データ・資料等の保管）及び保存

期間終了後（5 年後）の廃棄の確認方法等について、今年度検討したい旨発言があり、次回以降

の委員会で検討することとした。 

   

 ４． その他 

   特になし。 

   

  以上 

 

 


